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研究要旨 
本研究は、がん死亡数を減少させることを目的に、がん検診精度と効率の

向上を目指すこと、および近年著しい進歩を遂げたコンピュータ技術の医療

分野への導入により、新しい診断機器とこれらを用いた新しいがん診断法の

開発を行うことである。これに加えて病院、施設間の画像情報を含む情報交

換システムの統一と開発を行う。病理画像および臨床画像情報のリファレン

スデータベース化では、より精度が高く、効率の良いがん画像診断を行うこ

とを目指す。 
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A.  研究目的  
01)診断用機器および診断方法の開発に基づ
いたがん診断能向上とがん検診精度向上に
関する研究 

160mmの幅を1回転最速0.35秒で撮影でき
るADCTを用いて胸郭や縦隔の可動性のある
解剖学的な構造内にある肺がんや食道がんの
移動解析も評価項目とした新しい診断法の開
発と体積情報を利用してVolume Scan Subtra
ction画像を作成し、ハードニングアーチファ
クトの低減について研究した。また、2つの管
球を用いて高エネルギーと低エネルギーの同
時スキャンにより、時間的・空間的に等価な2
種類の異なる画像データを取得できるDECT
を用いて、頭頸部領域で従来の診断法では診
断が困難であった軟骨浸潤の新しい画像診断
法の開発を行った。 
 
02)代謝画像によるがん機能診断および高磁
場MRIによるがん診断に関する研究 
核医学検査およびMRI/MRS検査に関して、
がんの特徴的性状を画像化する技術の開発や
実験的検討を中心に実施した。核医学検査に
関しては、腫瘍内低酸素領域やαvβ3インテグ
リン発現等を可視化するための分子プローブ
の開発を目指した。MRI/MRS検査に関しては
、高磁場MRI装置(3.0T人体用と9.4T小動物用)
を用いて、肝臓癌の放射線治療域の明瞭な可
視化や、抗癌剤治療に伴う腫瘍内代謝の変動
の評価法の確立を目指した。 
 
03)CT検診により発見された肺結節の診断基
準確立に関する研究 
肺がんCT検診では、診断困難な肺結節が多
数発見される。それらの肺結節の良性悪性の
鑑別診断の基準や、経過観察する際のガイド
ラインを作成することが目的である。1)新し
く出現した肺結節が肺がんである頻度、2) 初
回では認めず経過中に新しく出現したすりガ
ラス様陰影(GGO: ground-glass opacity)や初
回検診にて5mm未満のGGOから進展した肺腺
がんの検討、3)肺がん発見状況より検診間隔
について検討、4) 充実型結節を10個以上有し
5年以上経過観察して不変である結節を肺内
リンパ節候補と仮定して診断基準（案）を検
討した。5) 肺野限局性すりガラス様陰影を前
向きに経過観察し、変化の有無、変化の起こ
る頻度、変化後切除された症例の病理所見を
検討し、経過観察をするためのガイドライン
作成を目指す。 
 
04)がん検診における各種検査法別によるが

ん発見能に関する研究 
「がん検診における各種検査法によるがん発
見能に関する研究」において平成24年度はが
ん検診の評価指標のひとつである初回検診が
ん発見率をがん確定までの期間との関連につ
いて検討する。また初回検診発見がんに再度
検診発見がんを加えたがん発見率についても
検討する。平成25年度は診断精度の高い機器
を用いたがん検診コホートの7年間に亘る検
診結果から、7年間での検診がん発見率やがん
罹患率やがん死亡率について検討する。 
 
05)画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳
がん、前立腺がんのclinical stagingの確立と
治療法選択・効果判定・予後に関する研究 
乳癌の治療において術前化学療法は局所進行
乳癌や炎症性乳癌のみならず、手術可能乳癌
においても推奨され、現在では広く普及して
いる。ところが、術前化学療法不応例も存在
しており、術前化学療法終了時の判定が現状
である。本研究班では術前化学療法不応群と
反応群をMRIデータを解析することで早期に
層別化する方法を検討した。 
 
06)病理学的リファレンシャルデータベース
構築に関する研究 
病理スライドグラス上の画像データを高精
度かつ高速にスキャンしデータベース化する
次世代バーチャルスライド装置を開発・応用
し，病理診断の診断能を向上させる． 
 
07)医用画像データベースの構築と発信に関
する研究 
世界的にみて、インターネット上での医学
の遠隔教育、遠隔診断が進みつつある。 しか
し、その際に必要となる画像データベースの
構築は、殆どなされていない。 わが国におい
ては、消化管がんの画像に関して最も進んで
おり、世界を指導できる質の高い症例と画像
が蓄積されているため、データベース化を推
進する。 一方、女性がんとして注目を浴びて
いる乳腺腫瘍画像データベース、また九州に
多いATLをはじめ、種々の造血器腫瘍や骨髄
転移性腫瘍を含む血液腫瘍画像データベース
を構築する。 一方、患者や家族のQOLの向
上と精神腫瘍学への貢献を目指して、自然の
風景・情景をとり入れた「癒し憩い画像デー
タベース」の充実をはかり公開する。 
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08)コンピュータ支援診断システムと画像デ
ータベース構築に関する研究 
 我国において肺がん死は大きな社会問題と
なっている。治療成績向上のためには、早期
発見・早期治療が早急に確立されることが求
められる。肺がん死を減少させるために、肺
がんの高度な画像診断・治療支援システムを
開発して実用化する。これは大規模データに
裏付けられた定量的な根拠に基づく肺がんの
高性能診断アルゴリズムや高性能治療前計画
アルゴリズムを確立して新しい診断・治療支
援システムを開発し、臨床展開して実用化を
すること目指すものである。 
 
09)高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔
画像診断を行うための技術開発に関する研
究 
遠隔画像診断技術を用いた遠隔画像読影シス
テムは、高いセキュリティで効率の良い適法
な情報管理、運用の仕組みが求められている。
本研究は、医療情報を法律の適用範囲外のデ
ータにする秘密分散技術を遠隔画像読影シス
テムに組み込むことを目的とする。医療情報
を法律の適用範囲外のデータにする秘密分散
技術を遠隔画像読影システムに組み込むこと
は、セキュアなシステムの実用化において重
要な課題である。 
 
10)18F-fluorothymidine (FLT)-PETの臨床的
有用性に関する研究 
核酸代謝物質である18F-fluorothymidine (F

LT)は、腫瘍イメージングとして様々な腫瘍
への有用性が報告されているが、いまだ系統
的な研究は少ない。本研究ではFLT-PETの臨
床的有用性を検討する一環として、まず胃癌
の腹膜播種症例に対するFLT-PETの描出能を
前向きに検討する。 
 
11)新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検
診の有用性に関する研究 
この研究期間において下部消化管の新しい
モダリティの開発に取り組んできた。おもに
大腸カプセル内視鏡およびCTコロノグラフ
ィーの研究開発に取り組んだ。研究目的は本
邦の大腸がん受診率の低さである。1次検診受
診率：20数％、2次検診(精密検診)受診率：60
％弱である。受診率が低い理由は大腸内視鏡

検査の負担の大きさや不安・怖いといったネ
ガティブなイメージの先行などが考えられる
。そこで、どのようなモダリティを開発すれ
ば国民の不安を払しょくできるかに着目し研
究に取り組んだ。さまざまな取り組みの中か
ら３つ記載する。 
I. 大腸カプセル内視鏡検査受診者の意識調
査 
大腸カプセル内視鏡で同様のネガティブな
イメージがあるか否かをアンケート調査した
。 
II. 大腸カプセル内視鏡およびCTコロノグラ
フィーに対する新島村での受診希望調査 
私たちは2011年から2年間がかりで新島村
で大腸がん検診を行った。その後、新島村村
民一斉アンケート調査(有効回答数：1149例)
から大腸カプセル内視鏡およびCTコロノグ
ラフィーに対する住民の意識を探索した。 
III. 大腸カプセル内視鏡およびCTコロノグ
ラフィーの大腸側方発育型腫瘍に対する描出
能の検討 
受容性が良好でも検査精度が劣るようでは
検診の現場に導入は難しい。この研究で通常
の内視鏡であっても発見困難とされる大腸側
方発育型腫瘍(laterally spreading tumor: LST)
を、これら新規モダリティで描出できるか否
かを検討することとした。 
 
12)呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器
病の診断法の開発に関する研究 
呼気ガス分析を行い、その後気管支鏡や胸
腔鏡などで得られた病理学的結果と比較検討
することにより呼気ガス分析の肺がんにおけ
る診断的有用性の検討ならびに確立をめざす
ことを目的とする。 
 
13)肺がんに対する画像診断精度向上に関す
る研究 
2011年に、米国NLSTによる、肺がんCT検診
の第III相比較試験のpositiveな結果が報告さ
れ、今後CT検診は普及していくものと思われ
るが、一方社会的に放射線被曝に対する関心
の高まりもあるため、画質や診断精度を向上
させることと、被曝量を低減させるという相
反する命題を解決する必要がある。超低線量
下のCT画像を用いた、早期肺がん病変の存在
診断、および、発見された小型結節の時間軸
をふまえた鑑別診断手法、CAD技術等を開発
することを最終的な目的とする。 
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14)癌幹細胞癌、癌間質幹細胞を標的とした新
しい分子標的診断法の開発に関する研究 
膵癌等の難治性固形癌において、癌結節は
少数のがん細胞と大部分を占める間質組織に
よって構成される。癌間質の主要構成成分で
ある腫瘍関連線維芽細胞(Cancer Associated Fib
roblast: CAF)は癌細胞とダイナミックにcross tal
kして癌の発生・進展を司る重要な役割を果たして
いる。がん細胞、CAF両者共にその元となる幹細
胞が活動のKeyであり、その癌幹細胞／癌間質幹
細胞を標的とするがん診断法、治療法の開発を
目的にした。 
 
15)膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関
する研究 
膵癌は難治性の癌として知られており、早
期発見することが重要である。しかしながら、
早期も困難であるほか、CTやMRI、超音波検
査などで膵癌が疑われても、膵癌では耐糖能
異常をきたす特殊性があり、高血糖状態の膵
癌患者ではFDG-PETで疑陽性が生じうるので、
FDG-PET検査に至る症例が少ない。そこで、
高血糖状態における膵癌検出能の検討を行っ
た。 
 
B. 研究方法 
01)診断用機器および診断方法の開発に基づ
いたがん診断能向上とがん検診精度向上に
関する研究 

ADCTでは臨床上、有効性のある腫瘍の呼
吸性移動の解析可能な最小の被ばく線量を同
定した。また、最大接触面でのMPR画像にお
いて動画を作成し、呼吸性移動による局所浸
潤の視覚的診断を行った。ハードニングアー
チファクトの低減については、金属片を封入
した水ファントムを用いて160mmの範囲をV
olume Scan Subtraction画像を作成した。喉頭
がんおよび下咽頭がんを対象としてDECTで
撮影し、病理診断をreference standardとし、
軟骨浸潤の有無を検討した。 
（倫理面への配慮） 
本研究はヘルシンキ宣言に従い臨床研究を
実施している。患者に対しては説明文書を用
いて十分な説明を行い、患者自身による同意
を本人より文書で取得した。また、患者のプ
ライバシー保護に最大の努力を払っている。 
患者データの利用に関しては直接個人を

識別できる情報を用いず、解析を行う時は患
者の個人情報の保護を遵守した状態で研究
を行っている。 
 
02)代謝画像によるがん機能診断および高磁
場MRIによるがん診断に関する研究 
 核医学検査については、腫瘍内低酸素領域
やαvβ3インテグリンに親和性を示す化合物を
合成し、PET核種18FやSPECT核種99mTc, 111In
で標識して新規分子プローブを作成した。こ
れらの有用性をin vivoイメージングで検証し
た。MRI/MRS検査については、ラットやマウ
ス等の動物モデルを高磁場MRI装置を使って
撮像および解析し、がん治療の範囲の正確な
可視化や代謝変化を評価する方法について検
討した。 
 
03)CT検診により発見された肺結節の診断基
準確立に関する研究 
1. 1)から4)までの課題に関しては、当センタ
ーの肺結節データベースを使用した。2004年2
月より肺がんCT検診を開始した。検診CT画像
上に認めた肺結節の情報（肺結節の存在する
肺葉、区域、大きさ（最大径、短径）、形状、
胸膜からの距離、新しく出現した肺結節など）
を記録し肺結節データベースを作成した。そ
れぞれの研究テーマ毎にデータベースを検索
し、それぞれの研究対象を抽出した。データ
を整理してから検診IDを匿名化後、統計解析
を実施した。 
2.肺野限局性すりガラス様陰影の研究に関し
ては、8つの多施設共同研究として実施した。
それぞれの施設にて登録された症例のCT画
像上の変化に関する集計表を作成、対象症例
のCT画像を匿名化後、事務局にデータを集め
た。変化が認められ手術された症例は病理標
本を事務局に集めた。CT画像は画像中央診断
委員会、病理標本は病理中央診断委員会にて
中央診断した。 
（倫理面への配慮） 
 個人情報の漏洩がないように留意して実施
した。それぞれの研究テーマのデータを整理
後、受診者IDを匿名化してから解析を実施し
た。 
 
04)がん検診における各種検査法別によるが
ん発見能に関する研究 

2004.2.2から2011.3.31までの期間における4
0歳以上の総合コース初回受診者10659名（男
性：6373名 平均年齢58.8歳、女性：4286名
 平均年齢57.5歳）を対象に、初回がん検診
でのがん発見率と再度がん検診でのがん発見
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率について検討した。また2004,2,2から2005.1.
31までの検診受診者3750名（男性：2053名、
平均年齢：61.3歳、女性：1697名、平均年齢
：57.9歳）を対象とした7年間に亘る検診コホ
ートの結果から、7年間での検診がん発見率、
がん罹患率、初回検診発見がんのがん死亡率、
再度検診発見がんのがん死亡率、他施設発見
がんの死亡率について検討した。 
（倫理面への配慮） 
データの解析に関しては検診受診者の個人
情報を消去して用いる。使用するデータに関
しては国立がん研究センターの倫理審査委員
会の規定に基づいて行われる。X線を用いる
検査のデータ取得に関しては通常のＸ線被曝
内での通常検査を行い、研究のために新たな
被曝を追加しない。 
 
05)画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳
がん、前立腺がんのclinical stagingの確立と
治療法選択・効果判定・予後に関する研究 
第一に乳腺領域のMRスペクトロスコピー

 (MRS)の計測条件を最適化するために多施
設でのデーターを解析した。その結果に基づ
き、病理組織学的に乳癌と診断され、手術前
に術前化学療法 (NAC) が施行された症例で、
術前化学療法前と2コース後に適切なDW-MR
IとMRSが施行されたた症例を対象として、治
療前後で腫瘍全体のADCの変化率、Dynamic 
studyでのTime-intensity curve解析、MRSによ
るコリンの変化率をNACのresponder群とnon 
responder群間で比較検討した。次に、新規手
法であるDW-MRIのHisotogram解析ソフトを
作成し、同一症例でMRSでの解析結果と比較
した。 
（倫理面への配慮） 
本研究で用いられる診断機器は薬事承認され
たものである。各種画像データーは日常の診
療行為の範囲内で得られたものを使用し、本
研究のための診療行為外の検査は施行しない
。画像の使用に関しては包括同意を含めた患
者からの同意を文書で得る。また、本研究に
用いられる各種画像データーは個人情報保護
の観点から、提示・読影において患者を特定
できないようにIDや患者名などの個人情報
を消去してこれを用いる。したがって患者が
不利益を被る確率は極めて低い。 
 
06)病理学的リファレンシャルデータベース
構築に関する研究 
国立がん研究センター中央病院に保存され
た病理スライドグラスと他院借用標本を次世

代バーチャルスライド装置でデータベース化
する．また，がん対策情報センター病理診断
コンサルテーション推進室に蓄積された標本
のうち教育的症例や稀少がん症例もバーチャ
ルスライド化する．こられの症例の一部を利
用して病理診断トレーニングソフトを開発す
る． 
 
07)医用画像データベースの構築と発信に関
する研究 
消化管腫瘍、乳腺腫瘍、血液腫瘍の各種が
んの典型例、稀だが重要な例、がんと間違わ
れやすい例などの画像をデータベース化した。
 疾患名、臓器、大きさ、各モダリティー、病
理組織像などにて検索できるデータベースに
するため、バージョンアップを常に行った。 
（倫理面への配慮） 
倫理面として、画像表示については、個人
の同定ができない画像のみを登録し、またID、
撮影年月日などが表示されないように画像処
理を行った。 なお、患者や一般市民から提供
された「癒し憩い画像データベース」登録に
ついては倫理性に合致する内容のみ選択して
登録した。 
 
08)コンピュータ支援診断システムと画像デ
ータベース構築に関する研究 
本研究は、肺がんの診断・治療を高度に支
援するコンピュータ支援画像診断・治療シス
テムを開発する。この内容は（A）肺がんCT
検診支援システムの実用化、（B）肺がん鑑
別診断支援システムの研究開発、（C）肺が
ん治療前計画支援システムの研究開発である
。このために（１）肺がんの大規模３次元CT
画像データベースの構築、（２）マルチスラ
イスCT画像による肺がんの病態・その経時変
化と診断・治療・病理情報の解析・体系化、
（３）根拠に基づく定量的かつ論理的な肺が
んの高精度コンピュータ支援診断・治療技術
の創出、（４）臨床システムの構築、（５）
臨床評価・Prospective Studを実施する。 
（倫理面への配慮） 
 画像データは、個人情報保護法に関わるた
めに関連医療施設の倫理委員会の承認を得て
行い、共同研究者である医師にお願いしてイ
ンフォームドコンセントを行って頂き、受診
者の同意を得たものを使用し、個人の特定が
可能な情報をすべて削除する匿名化処理を施
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したデータのみを対象とした。この画像デー
タの取り扱いには十分注意を払い、外部ネッ
トワークから完全に遮断した研究室内LAN内
に研究用装置を設置して運用し、研究室外部
への流出を防止する。システム的、運用上の
セキュリティ管理は、秘密保持契約を結んだ
研究者のみにデータベースへのアクセスを限
定して、構築・運用に関する計画、連絡体制
を明確にし、対応手順をマニュアル化して利
用者教育を定期的に実施して緊急時に迅速対
応できる連絡体制を確立している。 
 
09)高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔
画像診断を行うための技術開発に関する研
究 
病院間医療連携や地域医療連携などで発生
する膨大な容量の医療情報データをトークン
を用いて匿名化して重要な個人情報のみを保
存する新しい秘密分散法を提案し、本システ
ムの検証を行う。これにより現状システムを
大幅に更新することなく、膨大な医療情報を
扱った高速な読影機能と高度な情報処理能力
を備えた、セキュアな遠隔画像読影システム
の実用化が期待できる。 
 
10)18F-fluorothymidine (FLT)-PETの臨床的
有用性に関する研究 
研究方法はA、Bの2つのパートに分かれて
いる。AパートはすでにCTなどの画像検査に
て粗大な胃癌腹膜播種病変が確認されている
症例に対するFLT-PETの胃癌腹膜播種病変の
検出感度を測定する。副次的に胃癌原発巣や
転移巣の検出感度も測定する。Aパートによ
り胃癌腹膜播種病変に対する十分な検出感度
が確認された場合に、Bパートに移行する。B
パートでは審査腹腔鏡または手術所見にて腹
膜転移巣が確認された症例に対するFLT-PET
の胃腹膜転移巣の検出感度を測定する。Aパ
ート同様に副次的にFLT-PETの胃癌原発巣お
よびリンパ節転移巣などの検出感度を測定す
る。 
（倫理面への配慮） 
 本研究に関係するすべての研究者は、ヘ
ルシンキ宣言および厚生労働省の臨床研究に
関する倫理指針に従って本研究を実施する。
本研究で得られた画像データについては、個
人情報保護法に則り、被験者に不利益を与え
ることの無いよう慎重に取り扱うこと、結果

公開の際には特定の個人が特定されないよう
十分な配慮を行うことを遵守する。C 
登録に先立って、担当医は患者本人に施設
の倫理審査委員会で承認が得られた説明文書
を患者本人に渡し、以下の内容を口頭で詳し
く説明する。試験についての説明を行った後
に、患者が試験の内容をよく理解したことを
確認した上で、試験への参加について同意を
とる。 
本研究で得られたPET/CT検査に関するデ
ータは、本研究以外の目的で学会発表等にお
いて二次利用される可能性がある。その際に
は、個人情報保護法に則り、被験者に不利益
を与えることの無いよう慎重に取り扱うこと
、結果公開の際には特定の個人が特定されな
いよう十分な配慮を行うことを遵守する。デ
ータの二次利用については、同意文書内で個
別同意を確認し、同意が得られた症例に限り
行うものとする。 
 
11)新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検
診の有用性に関する研究 
I. 対象症例は治験で行われた大腸カプセル
内視鏡を受けた66例である。質問事項は3項目
（①痛み、②恐怖心、③恥ずかしさ）でそれ
ぞれ5段階評価で答えていただき、5点ないし4
点を陽性とした。 
II. 検討対象は新島村村民一斉アンケート調
査で得られた1149例((有効回答数)である。大
腸の新規モダリティである大腸カプセル内視
鏡およびCTコロノグラフィー(CTC)の受容性
を5段階(1:受けてみたい, 2:どちらかという
と受けてみたい, 3:どちらともいえない, 4:
どちらかというと受けたくない, 5:受けたく
ない)で評価してもらった 
III. CTC研究：当院でESDによる治療が必要
な病変を有し、CTCおよび大腸内視鏡検査を
受けた157例を対象とした。大腸カプセル研究
：当院で大腸LSTに対し内視鏡的切除術が施
行された18病変を対象とした。 
（倫理面への配慮） 

(1) 患者の保護 
本試験に関する全ての研究者は、ヘルシン
キ宣言に従って本試験を実施した。 
(2) 患者への説明と同意 
本試験の実施にあたっては倫理的な配慮を
慎重にし、登録前に患者本人から下記の内
容について十分に説明し同意を得る。この
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説明と同意に際しては説明書および同意書
(参考資料)を使用し、患者本人の署名と同
意日を得る。その際、説明した医師の署名
を加える。 
1) 本試験の目的および方法 
2) 本試験は臨床試験であり一般診療との
違いがある 

3) 本試験のデザインおよび根拠 
4) 予期される偶発症、後遺症とその対処
法について 

5) 費用負担と補償；治療にかかる費用は
保険制度でまかなわれ、健康障害が生
じた場合の補償は一般診療での対処に
準じること。 

6) 被験者が試験への参加に同意しない場
合でも、不利益を受けないこと 

7) 被験者が試験への参加に同意した場合
でも、随時これを撤回できること 

8) 被験者のプライバシー保護と人権保護
に関する必要な事項 

9) 質問の自由 
10) 患者の試験参加の利益・不利益 

 (3) 同意の取得 
・本試験への登録に先立ち、本試験への内
容などを説明後、患者が試験の内容をよく
理解したことを確認したうえで、患者本人
が試験への参加に同意した場合、同意書に
患者自身の署名を得ること。 
・同意書(2枚綴り)の原本はカルテ内に保存
するが、コピー1部を患者本人に渡す。デー
タセンターへの送付は不要。 
(4) プライバシーの保護 
・登録は患者イニシャル(姓・名)、生年月
日(西暦)、カルテ番号を用いて行われる。 
・データセンターにおける患者の同定や照
会は、登録時に発行される登録番号、患者
イニシャル、生年月日、カルテ番号を用い
て行われ、患者名など第三者が直接患者を
識別できる情報で参加施設とデータセンタ
ーがやりとりすることはない。 
・患者個人情報(名前、住所、生年月日、電
話番号)は、鍵のかかるキャビネットなどに
より厳重に保管される。 
(5) プロトコールの遵守 
本試験に参加する研究者は、患者の人権と
安全を損なわない限りにおいて、本研究実
施計画書を遵守する。 

(6) 各施設の IRB(Institution Review Board) 

 ・本試験の参加に際しては、本研究実施計
画書および患者への説明文書が各施設の
倫理審査委員会もしくは IRB(機関審査委
員会：Institution Review Board)で承認され
なければならない。 
・試験中に本研究実施計画書および患者へ
の説明文書の改訂(試験に参加する患者の
安全性に関連するプロトコールの変更)が
なされた場合は各施設の倫理審査委員会
もしくは IRB で承認されなければならな
い。 
・IRB 承認が得られた場合、各施設の施設
コーデｲネーターは IRB 承認文書のコピー
を研究事務局へ送付する。 
・研究事務局から各施設の IRBの承認を確
認後、当該施設からの症例登録を受け付
ける。 

 
12)呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器
病の診断法の開発に関する研究 
呼気ガス分析装置（BioScout: B&S Analytik, 
Dortmund, Germany）に接続したマウスピー
スを介して自然に呼吸することで得られる呼
気ガス10mlを分析する。 
（倫理面への配慮） 
本研究は、その実施計画書および患者への説
明同意文書が国立がん研究センターの倫理審
査委員会で承認を受けている。 
 
13)肺がんに対する画像診断精度向上に関す
る研究 
当院において、実際にCT検診を企画立案し実
施する。CT検診が開始された1993年当時には
、シングルヘリカルCT、10mm collimation、
実効スライス 
厚13mm程度の、低分解能CTであったが、最
先端の装置を用い、1mmスライス厚の高空間
分解能と、逐次近似再構成法によるノイズ低
減を図り、超低線量 
（1mSv以下）での検診実施を可能とし、昨年
秋より開始した。 
(2)「東京から肺がんをなくす会」は、当初は
胸部X線写真と喀痰細胞診による検診であっ
たが、1993年から低線量CT検診を世界で初め
て導入し、現在ま 
で検診を実施してきた。20年間にわたるCT検
診の結果を集計し、その成績を分析する。 
（倫理面への配慮）すべての検診は、文書に
よるインフォームド・コンセントを取得して



 
8 
 

行っている。 
 
14)癌幹細胞癌、癌間質幹細胞を標的とした新
しい分子標的診断法の開発に関する研究 
1. 癌から採取したCAFはすでに不活性であ
り、がん細胞と混合してもcross talkしない。
今回、過去のCAF研究と異なり、活性を保
っていると思われる骨髄由来 及び 脂
肪細胞由来の間葉系幹細胞 (BM-MSC, A
d-MSC)をがん細胞と混合培養し、癌間質
幹細胞として働くかを検証した。 

2. 癌幹細胞の候補マーカーとしてCD44v9陽
性細胞を選択し、膵がん患者におけるCD4
4v9の陽性率が予後と相関するか否かを検
証する。 
（倫理面への配慮） 
動物実験においては、文部科学省研究機関
等における動物実験等の実施に関する基本指
針(文部科学省告示第七十一号)にのっとり、筑
波大学動物実験取扱規程に従い施行した。平
行して行っているヒト患者から採取した腫瘍
組織をマウスに移植するtumorgraftを作製す
る研究、においては、患者個人の同意を得る。
個人情報管理者の元で匿名化を行った。また、
筑波大学倫理審査委員会に申請し承認を得た。 
 
15)膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関
する研究 
日本医科大学健診医療センターにおけるFD

G-PET検査を行った膵癌患者について、２年
間で追跡できた40症例を対照群として膵炎８
例と血糖値とSUVmaxと膵臓癌診断能の関連
を検討した。さらに、血糖値(126mg/dl)で２群
にわけ、高血糖群と正常血糖群における血糖
値や腫瘤径、腫瘤のSUVmaxの比較など、検討
を行った。 
 
C. 研究結果 
01)診断用機器および診断方法の開発に基づ
いたがん診断能向上とがん検診精度向上に
関する研究 
 ADCTの腫瘍の呼吸性移動の評価では、最
良の撮影時間の確定ができた。この方法を利
用した診断では従来の診断と比較して、感度
・特異度・正診率とも良好であった。ADCT
はHelical Scan Subtractionでは、消去不能であ
ったハードニングアーチファクトを消去でき
た。DECTを用いた軟骨浸潤の診断では、従

来の診断と比べ、特異度と正診率が有意に高
く、診断医によるばらつきは見られなかった
。また、DECT画像と病理所見はほぼ一致し
た。 
 
02)代謝画像によるがん機能診断および高磁
場MRIによるがん診断に関する研究 
 核医学検査に関しては、18F標識FPINIや
99mTc標識SD化合物等の低酸素イメージング
プローブや、111In標識DOTA-c(RGDfK)等の
αvβ3インテグリン親和性プローブを開発し、
動物モデルを用いたそれらのin vivoイメージ
ングに成功した。MRI/MRS検査に関しては、
SPIO-MRIによる肝臓癌の放射線治療域の明
瞭な描出やMRSによる5-FU治療に伴う代謝変
化を観察することができた。 
 
03)CT検診により発見された肺結節の診断基
準確立に関する研究 
1. 2004年2月から2010年3月末までの期間に9

754名（男性5781名、女性3973名、年齢40
歳から89歳（平均58.5歳））に対して肺が
んCT検診を実施した。新結節が出現した受
診者は825名（825/9754,8.5%）に1267個の
新結節を認めた。1267結節中1153結節の経
過が把握でき、原発性肺がんは7例（7/115
3, 0.61%）であった。 

2. 肺がんCT検診において経過中に新規に出
現したGGOから進展した肺腺がんが3例、
初回検診にて5mm未満のGGOから進展し
た肺腺がんが2例であった。病理では微少
浸潤性腺がん1例、浸潤性腺がん4例であっ
た。 

3. 非喫煙者では全体の経過観察の期間の平
均値は、非喫煙者は3.4年、喫煙指数600以
上は3.5年で有意差は認めなかった経過中
新規の肺がん例の出現はなかったが、喫煙
指数600以上では、毎年新規の肺がん例の
出現を認めた。 

4. 充実型結節を10個以上有し5年以上経過観
察して不変である結節を持つ受診者は42
名であった。充実型結節は527個(大きさ1.
5〜9mm)発見され370個（70%）が肺内結節
であった。肺内結節で肺静脈と接するもの
が322個（87%）であった。 

5. 症例登録は820例、GGO結節数は1200例で
ある。平成25年度としては、54例の経過観
察CTを画像中央診断委員会にて中央診断
した。また、手術された症例39例の病理標
本を病理中央診断委員会にて中央診断し
た。 

 
04)がん検診における各種検査法別によるが
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ん発見能に関する研究 
一年以内に確定診断された初回総合検診の
がん発見率が5.4%、一年以降に確定診断され
たがん症例数を加算した場合が6.3%、再度検
診結果をさらに加算した場合の検診がん発見
率が8.0%であることを明らかとした。更に、7
年間に亘る検診コホートの結果から検診がん
発見率が9.5%、他施設発見がんを加えて算出
したがん罹患率が11.0%であることを明らか
とした。また、初回検診発見がんのがん死亡
率が3.8%、再度検診発見がんのがん死亡率が1.
7%、他施設発見がんのがん死が23.7%であり、
再度検診はがん死を減らすのに極めて有用な
手段であることを明らかとした。 
 
05)画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳
がん、前立腺がんのclinical stagingの確立と
治療法選択・効果判定・予後に関する研究 
術後病理組織学的に判定されたresponder群
とnon responder群間で、従来のADC変化率、
Time-intensity curve解析では有意差を認めな
かったが、MRSでは十分な精度をもって両群
を層別化することができた(p=0.0004)。さらに
DW-MRI解析の新手法であるHistogram解析
の有用性を検討するためにMRSを比較対象
として同様の検討を行った。その結果、両群
間でADCの変化率に有意差は無かったが(p=0.
37)、Histogram解析ではp=0.0002、MRSではp
=0.0008と有意差を認めた。 
 
06)病理学的リファレンシャルデータベース
構築に関する研究 
 当院のスライドグラスと他院借用標本を10
万枚以上取り込みデータベース(DB)化した．
 これにより，既往標本や他院標本を参照する
ことが日常的に可能になった。DB化したVS
を一般的なパソコンのViewerで観察すること
を可能にしたので，DB画像を教育研修に用い
ることが可能となった。 
「肺腺癌新分類の病理診断：トレーニングソ
フト」と「胃癌HER2検査：診断トレーニング
ソフト生検編」を開発し，国立がん研究セン
ターがん対策情報センターがん診療画像レフ
ァレンスデータベースのホームページ上での
公開を開始した。また，病理コンサルテーシ
ョンの一部もVSと静止画を用いて公開した. 
 
07)医用画像データベースの構築と発信に関
する研究 
１．消化管医用画像データベース 
種々の消化管腫瘍の典型例、非典型例、稀

な例、および腫瘍と間違われやすい疾患や
病変を含め、平成22、23、24、25年度の4年
間に74症例、820画像を登録した。これまで
日本語、英語、中国語、韓国語、スペイン
語にて発信した。 その結果、週平均8千件
のアクセス（トップページからのアクセス
数）があった。そのうち約１５％は海外か
らのアクセスであった。最終年度には、我
が国で開発された二重造影法が診断学に果
たした役割を明らかにするために、「二重
造影法の意義」、「画像による形態学」、
「比較診断学」のテーマにて、104画像を登
録した。 
２．乳腺腫瘍画像データベース 
乳腺腫瘍の典型例、非典型例、稀な例、お
よび腫瘍と間違われやすい疾患や病変を含
め、30症例、334画像（MMC－84、US－41、
MRI－67、細胞診－9、病理組織像－133）
を登録し、日本語、英語にて発信した。 こ
れまで110,410人からのアクセスがあった。
なお、この期間中、乳腺腫瘍については新
登録はなかったが、従来の症例の発信は継
続した。 
３．血液腫瘍画像データベース 
血液腫瘍の典型例、非典型例、稀な例、お
よび腫瘍と間違われやすい疾患や病変を含
め、これまで73症例、527画像を登録発信し
た。また２００８年のWHO分類にそって内
容を改めつつ追加更新した。これまで80,02
4人からのアクセスがあった。 
４．癒し憩い画像データベース 
 4年間に静止画81,551、動画2,925を登録し
た。１日に約１万～1.5万件のアクセスがあ
った。 また、パンフレット、CD-ROM、D
VD、画像集、冊子を作成し広報化を進めた。
なお平成２５年度の研究終了後も、NPOと
連携しつつ登録と発信を続けることにした。 

 
08)コンピュータ支援診断システムと画像デ
ータベース構築に関する研究 
（１）肺がんの大規模３次元CT画像データベ
ースの構築、（２）マルチスライスCT画像に
よる肺がんの病態・その経時変化と診断・治
療・病理情報の解析・体系化、（３）根拠に
基づく定量的かつ論理的な肺がんの高精度コ
ンピュータ支援診断・治療技術の創出、（４
）臨床システムの構築、（５）臨床評価・Pr
ospective Studyを実施した。特にCADeプロト
タイプシステムを完成し、限局性陰影・非
限局性陰影・胸水などの多様な早期肺が
んの検出を可能にした｡低線量CT画像テ
ストデータ80症例に適用した性能検証結
果，限局性陰影に関して検出精度99.3%（
5mm以上の陰影），拾いすぎ個数は１症
例当り5.61個という高い検出能を達成し
た｡ 
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09)高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔
画像診断を行うための技術開発に関する研
究 
院内PACSにデータ管理システムFORZ（エ
クセルクリエイツ（株）開発）とTV会議機能
を備えた遠隔画像読影システムにViewSend 
RAD（ ViewSend ICT(株)開発提供）からな
る実験シミュレーションモデルを佐藤研究室
に構築した。また実験シミュレーションモデ
ルとSecure Cube / Secret Share（NRIセキュア
テクノロジーズ（株）開発提供）間のデータ
転送速度は２－３MB/ｓを確認した。 
 
10)18F-fluorothymidine (FLT)-PETの臨床的
有用性に関する研究 
 平成24年度に前述の研究計画が国立がん研
究センター倫理審査委員会で承認され、まず
Aパートの研究を実施し、平成25年12月18日
に目標の20症例に達した。1症例が不適格症例
で、19例が適格症例であった。不適格症例は
胃癌と考えられていた腫瘍が病理検索の結果
悪性リンパ腫と判明したものである。適格症
例中検査陽性割合：14/19、検査感度点推定値
：74％（80％信頼区間：59-84％）の結果を得
た。 
 
11)新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検
診の有用性に関する研究 
I. 結果は痛みがあった：1%、恐怖心があった
：11％、はずかしさがあった：5％、であった。 
II. 大腸カプセル内視鏡を1:受けてみたい,あ
るいは 2:どちらかというと受けてみたいと
回答された方が55％、CTCでは60％であった。 
III. 結果は大腸カプセル内視鏡で78％(14/18),
 CTコロノグラフィーで86％(138/161)であっ
た。 
 
12)呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器
病の診断法の開発に関する研究 
本研究は平成24年11月19日に国立がん研究
センター倫理審査委員会の承認を受けたため、
12月より順次研究を開始している。現在国立
がん研究センター中央病院で臨床的に肺がん
が疑われ、気管支鏡検査もしくは胸腔鏡を施
行する症例において症例集積を行った。約50
0例の登録をおこなった。順次解析中である。 
 
13)肺がんに対する画像診断精度向上に関す
る研究 

 (1)2013年９月から2014年３月まで、50被験
者のCT検診を実施し、肺がん2名（IIA期 中
分化腺癌、IB期 高分化腺癌）と、咽頭がん１
名を発見した。 
(2) CT導入前ののべ26,338例中、発見肺癌数
は43例（対10万人比163）、18例（41%）がI
A期までであであったのに対し、CT導入後は
、のべ27,173例中、108 
人（110病変）の肺癌を発見し（対10万人比3
97）、83病変（75%）がIA期までであった。
CT導入前後での５年生存率は、全生存ではそ
れぞれ49%/73%（logrank p=0.0017）であった
。 
 
14)癌幹細胞癌、癌間質幹細胞を標的とした新
しい分子標的診断法の開発に関する研究 
1. 臨床膵がんの特徴である “がん細胞胞巣
を線維組織が取り囲む”という組織像の再
現を癌—間質cross talkの再現と定義した。
癌から採取したCAFはこの像を再現出来
なかったが、今回、BM-MSC, Ad-MSCはが
ん細胞と共培養する事によって極めて臨
床癌に類似した組織像を再現した。 

2. ヒト膵癌組織においてCD44等の幹細胞マ
ーカーが高率に発現し、がんの悪性化に関
与していることを明らかにした。 

 
15)膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関
する研究 

SUVglu＝SUVmax×血糖値/100と補正し、危
険率1%未満で膵癌と炎症を診断出来た。また、
SUV値cut off value 3.00で膵癌の診断の正診
率の有意な向上が得られた。高血糖群と正常
血糖群では、SUVmax、SUVglu共に2群に差は
なかった。腫瘍径は、径が大きくなる程SUV
max、SUVgluが増大し、正常血糖群よりも高
血糖群において有意差があった。1年間で検討
出来た27症例のFDG-PETが行われた膵癌患者
のうち、正常血糖群では2/17で、高血糖群で
は3/10で集積が見られなかった。 
 
D. 考察 
01)診断用機器および診断方法の開発に基づ
いたがん診断能向上とがん検診精度向上に
関する研究 
低侵襲の内視鏡手術が普及しつつある中で、
胸壁・大動脈・縦隔に対する局所浸潤の診断
は適応の選択に影響し、MDCTを用いた移動
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解析による診断は、今後重要性が増すと予測
される。Volume Scan Subtraction画像より得
られるハードニングアーチファクトの消去に
関する研究は、治療方針の選択に大きく影響
すると考えられる。従来の画像診断では、軟
骨侵潤を過大評価する傾向があり、DECTを
用いた軟骨浸潤の診断能の向上は不必要な喉
頭全摘を回避できる。 
 
02)代謝画像によるがん機能診断および高磁
場MRIによるがん診断に関する研究 
 核医学検査に関しては、低酸素イメージン
グプローブは従来のニトロイミダゾール系化
合物よりも早期に腫瘍内低酸素領域を描画で
きる可能性が示され、αvβ3インテグリン親和
性プローブは肺および膵占拠性病変の早期の
質的診断が見込まれる。また、MRI/MRS検査
に関しては、SPIO-MRI検査による肝臓癌の治
療精度の向上や、in vivo MRS検査による化
学療法の早期治療効果判定が期待できる結果
と考えられた。 
 
03)CT検診により発見された肺結節の診断基
準確立に関する研究 
新結節の約半数（608/1153, 53%）が非喫煙者
に出現している。今後は、新結節の性状（す
りガラス様陰影か充実型か）や、喫煙歴やが
ん既往例などのリスクに応じた経過観察のガ
イドラインを作成する事が必要と考える。 
一般的にGGOの腫瘍倍加時間は813日と報告
されている。それらの数字と比較して今回検
討した症例の中の腫瘍倍加時間の平均値は35
0日であり、GGOから進展した症例としては
経過が速いと考えられる。 
CT検診の受診者全体の経過観察の期間の平
均値は、非喫煙者は3.4年、喫煙指数600以上
は3.5年で有意差は認めなかった。非喫煙者の
CT検診の間隔は少なくとも3年以上あけても
新規の肺がんの発生はきわめて少ない可能性
が示唆された。 
充実型結節を10個以上持ち5年以上経過観察
して不変、かつ悪性疾患の既往がない受診者
の結節は約9割が肺静脈に接していることか
ら、肺静脈の関与がひとつの診断基準となる
可能性がある。 
CT画像上でのすりガラス様陰影は、内部に血
管や気管支壁の辺縁が認める濃度領域と定義
されているが、実際の診断は読影者の主観的

な判断に左右されることが避けられない。す
りガラス成分や充実成分の測定も、その再現
性に問題があることが少なくない。 
 
04)がん検診における各種検査法別によるが
ん発見能に関する研究 
検診発見がんとその後のがん死亡との関連に
おいて、再度検診発見がんのがん死亡率 1.7
% (2/116)は初回検診発見がんのがん死亡率 
3.7% (9/241)や他院発見がんのがん死亡率 2
3.7% (14/59)よりも明らかに低頻度であり、
がん死を減らすには診断精度の高い機器を用
いた再度検診受診が極めて重要であった。ま
た他施設発見がんの死亡率が高い理由として
初回検診からがん診断に至るまでの間隔が長
かったことや、初回検診でがんの存在を疑う
所見がなかったために、その後に検診を受け
る機会が遅れたためと推察された。以上より
、がん死亡率を減らすには、診断精度の高い
機器を用いた任意型がん検診においても再度
検診の受診率を向上させることが極めて重要
であろう。     
 
05)画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳
がん、前立腺がんのclinical stagingの確立と
治療法選択・効果判定・予後に関する研究 
従来の腫瘍全体のADCの変化率を解析する
手法では腫瘍の中の拡散を制限しADCを下
げる成分のみならず拡散をそれほど制限しな
い領域も一緒に解析対象領域となる。一方で
、Time-intensity curve解析では腫瘍のごく一
部のみを解析対象領域としている。したがっ
て、両者では解析対象領域が最適化されてい
ない可能性がある。ところがMRSは腫瘍の増
殖に直接関係するコリン代謝を定量すること
ができる。したがって、いかに適切な解析対
象領域を客観性をもって抽出することが重要
であると推察された。新手法であるHistogram
解析はADCの閾値を設定することで、腫瘍の
細胞成分を抽出し解析対象とすることが可能
となった。つまり、解析対象領域を最適化す
ることで、DW-MRIによるresponder群とnon r
esponder群の層別化が可能となったと推察さ
れる。 
 
06)病理学的リファレンシャルデータベース
構築に関する研究 
日常病理診断を前向きにVSで診断するには
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至っていないが，近い将来，ガラスフリーに
よる病理診断時代到来を見据えた土壌ができ
たと考えている．診断トレーニングソフトは
インターネット上で容易にアクセスでき、が
ん病理診断の標準化・均てん化に寄与する研
究であると思われる。コンサルテーション例
の公開はバーチャルスライドにコンサルタン
トの意見を添付したものであり、全国のがん
病理診断能の底上げにつながると考えている
。 
 
07)医用画像データベースの構築と発信に関
する研究 
「消化管医用画像データベース」について４
年間では、画像検索機能と表示法の充実化を
はかり、疾患分類、部位、腫瘍の肉眼分類、
大きさ、キーワード別とし、データベースの
質が一層の向上を図った。 また、「乳腺腫瘍
画像データベース」と「血液腫瘍画像データ
ベース」の構築とインターネット上への発信
を継続し、日本語、英語にて発信した。 また
、患者やその家族や医療関係者のQOLの向上
と精神腫瘍学への貢献のため「癒し憩い画像
データベース」として、過去4年間に静止画8
1,551枚、動画2,925本を登録し公開した。 そ
の結果、構築を開始してからの総計は、静止
画206,949枚、動画7,932本となり、種々の検索
機能をとり入れた。現在、アクセス数は１日
に、約1万～1.5万件に及んでいる。 
 
08)コンピュータ支援診断システムと画像デ
ータベース構築に関する研究 
 国内・国外の研究開発状況として、肺がん
CT検診支援システムは厚生労働省の薬事承
認を得たものはない。米国では企業がFDAの
承認を得ているが、これらの検出性能は検出
能80%程度、拾いすぎ個数症例当たり6～8個
と低性能である。肺がんの病態の多様性より
大規模画像評価ではさらに検出性能が低下す
ることは必至であり、臨床現場では普及して
いない。肺がん鑑別診断支援システムや肺が
ん治療前計画支援システムに関しては薬事承
認やFDA承認を得たシステムはなく、臨床現
場から開発が強く望まれている。本研究の意
義は非常に大きいと考える。 
 
09)高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔
画像診断を行うための技術開発に関する研

究 
病院間医療連携、地域医療連携で発生する膨
大な容量の医療情報データで重要な個人情報
をトークンに置き換えて匿名化し、重要な個
人情報は新しい秘密分散法を使って保存する
システムを提案し、本システムを検証した。
この結果から膨大な医療情報をトークンと秘
密分散技術を使って高いセキュリティを保ち
ながら、高速読影機能＆情報処理能力を備え
たセキュアな遠隔画像読影システムの実用化
が期待できる。 
 
10)18F-fluorothymidine (FLT)-PETの臨床的
有用性に関する研究 
CTなどの画像検査で確認された粗大な胃癌
腹膜播種病変に対するFLT-PETの検出感度は
74％（80％信頼区間：59-84％）となり、検査
感度の80％信頼区間の下限が30％を下回らな
いというAパートの目標を達成したので、今
後Bパートに移行する予定である。 
 
11)新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検
診の有用性に関する研究 
研究IおよびIIの結果から、大腸カプセル内視
鏡の受容性は十分にあると考えられた。研究I
IIからその精度も十分高いことが証明できた
。2次検診(精密検診)でどうしても大腸内視鏡
検査を受けたくないような症例については代
替検査として大腸カプセル内視鏡を推奨する
ことは可能と言えるであろう。この大腸カプ
セルにより本邦の1次検診および2次検診(精
密検診)の受診率向上に寄与できると考える。 
 
12)呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器
病の診断法の開発に関する研究 
呼気ガス分析では被検者者普通に呼吸をする
だけで呼気中の揮発性物質が得られており、
非侵襲的検査である。現在解析中でるため解
析結果後になるが、当院での多数の呼吸器病
患者の臨床情報との解析を行うことで、呼気
ガス分析は呼吸器病における新たな診断法に
なりうると考えられる。 
 
13)肺がんに対する画像診断精度向上に関す
る研究 
大松広伸 
 
14)癌幹細胞癌、癌間質幹細胞を標的とした新
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しい分子標的診断法の開発に関する研究 
マウスへの移植がんモデルで、臨床癌に類似
した線維組織の増生像を人工的に再現出来た
事は世界で初めてに近い画期的な成果と言え
る。この事は、BM-MSC, Ad-MSCという癌細
胞とクロストークする能力を保った“癌間質
の幹細胞候補”を手に入れた事を強く示唆す
る。 
CD44v9等の膵癌幹細胞マーカーを標的とす
る新しい分子標的診断法に繋がる可能性が示
唆できた。 
 
15)膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関
する研究 
SUVmaxの血糖値による補正により、膵癌と
膵炎の鑑別能が上昇することが分かり、高血
糖患者での膵癌の発見率の向上に貢献すると
考えられた。腫瘍径の検討では、サイズが大
きい時は高血糖患者の法がSUVmaxが増大し
、診断能には問題ないと考えられる一方で、
腫瘍径が小さい時には診断困難になると考え
られた。さらに、血糖値にかかわらず、FDG
の取り込みのない膵癌も存在しており、症例
数が少ないので解析困難であるが、血糖の影
響よりも組織学的影響が大きいと考えられた
。 
 
Ｅ．結論 
01)診断用機器および診断方法の開発に基づ
いたがん診断能向上とがん検診精度向上に
関する研究 
本研究で行ったCT診断法は、内視鏡補助下手
術などの新しい治療法の適応選択に応用可能
で、臨床的応用範囲は広い。ADCTを用いた
ハードニングアーチファクトの低減は、歯牙
の治療による下顎骨の領域では特に有用性が
高く、Volume Scan Subtraction画像では骨髄
浸潤の診断能はMRIと同等であり、今後頭蓋
底領域においても有用な画像提供が可能にな
ると考えられる。DECTの軟骨浸潤は臨床的
に評価されつつあり、軟骨浸潤診断の中心的
役割を担うと期待されている。 
 
02)代謝画像によるがん機能診断および高磁
場MRIによるがん診断に関する研究 
 核医学検査およびMRI/MRS検査を活用し
て、がんの特徴的性状の画像化に関する実験
的検討を行った。具体的には、腫瘍内低酸素

領域の局在やαvβ3インテグリンの発現を可
視化する分子プローブの開発や、肝臓癌の放
射線治療域を明瞭に可視化する技術および抗
癌剤治療に伴う腫瘍内代謝の変動を評価する
方法に関して期待できる成果を得た。臨床応
用が有望な成果については、早期の臨床試験
の開始を目指す予定である。 
 
03)CT検診により発見された肺結節の診断基
準確立に関する研究 

2011年2月24日時点にて当センターにおけ
る肺がんCT検診の経過中に出現した新結節
の内99.2%(1144/1153)はfalse positiveであっ
た。 
新規に出現したGGOが進展した肺腺がん症
例は約2年で微少浸潤が形成されていた。新規
出現のGGOが進展して行く場合でも切除の
時期としては2年目が目安になるかもしれな
い。 
肺がんCT検診の検診間隔は、喫煙者は原則と
して年1回、非喫煙者は最短でも3年に1回が概
ね妥当と考えられた。 
1cm未満の充実型肺結節で肺静脈と接する結
節は肺内リンパ節の可能性が示唆され、肺静
脈の関与が診断基準のひとつになると考えら
れた。 
肺野限局性すりガラス様陰影を前向きに経過
観察した症例の経過表の集計が進行中である
。肺野限局性すりガラス様陰影をより定量的
に解析できるソフトウェアの解析が望まれる
。 
 
04)がん検診における各種検査法別によるが
ん発見能に関する研究 
診断精度の高い機器を用いた7年間に亘るが
ん検診コホートの結果、検診がん発見率は9.
5%であり、がん罹患率は11.0%であった。検
診発見がんの死亡率は再度検診群が最も低く
1.7%で、初回検診群の3.7%や他院発見がん群
の23.7%よりも明らかに低値であり、検診発
見がんの死亡率低下には診断精度の高い機器
を用いた初回検診のみならず再度検診は極め
て重要であると結論された。 
 
05)画像診断に基づく消化器がん、肺がん、乳
がん、前立腺がんのclinical stagingの確立と
治療法選択・効果判定・予後に関する研究 
乳癌の術前化学療法の早期効果判定では従
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来よりFDG-PETの有用性が報告されてきた。
今回の研究ではより安価で検査を実施しやす
いMRIを用いた早期効果判定の可能性が示さ
れた。特に拡散強調画像を用いたHistogram解
析は日常臨床で広く普及している撮像データ
ーを利用することが可能であり、多くの施設
で臨床応用をしやすい方法である。今後はHi
stogram解析時の閾値の最適化や解析ソフト
の改良とともに臨床家との共同研究によるev
idenceの確認が必要と思われる。 
 
06)病理学的リファレンシャルデータベース
構築に関する研究 
次世代バーチャルスライド装置を用いた病
理スライドグラスのデータベース化は日常病
理診断業務に有用である，バーチャルスライ
ド化された病理画像やそれを用いた診断トレ
ーニングソフトのインターネット上の公開は
一般病理医の診断の向上と均てん化に貢献で
きる． 
 
07)医用画像データベースの構築と発信に関
する研究 

4年間で「消化管医用画像データベース」と
して73症例、820画像を追加発信した。 また
「乳腺腫瘍画像データベース」は30症例、33
4画像、「血液腫瘍画像データベース」は73
症例、527画像も発信を継続した。 その結果
、医療関係者特に医学生や研修医への教育用
、医師の生涯教育用、医療関係者以外への啓
蒙用などに活用できる体制を整えた。  
一方、患者や家族のQOLの改善を目指して、
「癒し憩い画像データベース」を構築し、静
止画81,551画像、動画2,925本をインターネッ
ト上で発信した。 パンフレットやCD-ROM
、DVDなどを作成し“がんと心”などの市民公
開講座、テレビ番組等で紹介された。 
 
08)コンピュータ支援診断システムと画像デ
ータベース構築に関する研究 
本研究は、肺がんの診断・治療を高度に支
援するコンピュータ支援画像診断・治療シス
テムを開発する。この内容は（A）肺がんCT
検診支援システムの実用化、（B）肺がん鑑
別診断支援システムの研究開発、（C）肺が
ん治療前計画支援システムの研究開発である
。このために（１）肺がんの大規模３次元CT
画像データベースの構築、（２）マルチスラ

イスCT画像による肺がんの病態・その経時変
化と診断・治療・病理情報の解析・体系化、
（３）根拠に基づく定量的かつ論理的な肺が
んの高精度コンピュータ支援診断・治療技術
の創出、（４）臨床システムの構築、（５）
臨床評価・Prospective Studyを進め、薬事申
請を念頭にしたシステム実用化に向けた
成果を得た。  
 
09)高いセキュリティを保ち効率の良い遠隔
画像診断を行うための技術開発に関する研
究 
本研究結果は、医療情報を法律の適用範囲
外、または訴訟の発生する範囲外のデータに
する秘密分散技術とトークン技術を遠隔画像
読影システムに応用して高いセキュリティで
効率の良い適法な情報管理、運用の仕組みの
実現が可能であることを示した。 
 
10)18F-fluorothymidine (FLT)-PETの臨床的
有用性に関する研究 
 途中経過ではあるが、胃癌腹膜播種症例に
対するFLT-PETの有用性が期待される。 
 
11)新しい内視鏡機器を用いた消化器がん検
診の有用性に関する研究 
大腸カプセル内視鏡の受容性は十分にある
。また、その精度も十分高いと言える。 
 
12)呼気ガス分析を用いたがんおよび呼吸器
病の診断法の開発に関する研究 
呼気ガス分析は非侵襲的検査であり、様々
な呼吸器病の臨床情報と呼気ガス結果をあわ
せることでその有用性が検討される。 
 
13)肺がんに対する画像診断精度向上に関す
る研究 
低線量肺がんCT検診は、より早期に肺癌を
発見可能となり、発見肺癌の生存率も良好で
あったが、必ずしもIA期で発見されるとは限
らなかった。 
 
14)癌幹細胞癌、癌間質幹細胞を標的とした新
しい分子標的診断法の開発に関する研究 
マウスへの移植がんモデルで、臨床癌に類
似した線維組織の増生像を再現出来た。がん
細胞、CAF両者共にその元となる幹細胞が活動の
Keyであり、その癌幹細胞／癌間質幹細胞の候補
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細胞を絞り込んだモデルの構築に成功した。今後
、このモデルを使って膵癌に特徴的な癌細胞
—間質細胞 cross talkの分子メカニズムを解
明していく。その過程で、癌幹細胞、BM-MS
C, Ad-MSC及びCAFに特徴的な分子マーカー
(signature)を同定する事によって、癌幹細胞／
癌間質幹細胞を標的とするがん診断法、治療法
の開発につなげる。 
 
15)膵癌に対するFDG-PET検査の最適化に関
する研究 
膵癌では耐糖能異常をきたす特殊性がある
ため、CTやMRI、超音波検査などで膵癌が疑
われても、FDG-PET検査にいたる症例が少な
いと思われる。ただし、高血糖群でもTS1の
症例があり、健診FDG-PET検査でも病変検出
として一定の役割を担うと考えられるが、症
例数を増やし、さらに検討を進めていきたい
。 CA19-9は糖鎖であるフコースの修飾によ
り合成される。このフコースを表面に結合し
たリポソームに抗癌剤を搭載し、CA19-9産生
細胞に薬剤を送達する、動物実験が報告され
ており、これをPET検査に応用できないか、
検討中である。 
 
F. 健康危険情報 
 すべての研究において健康危険情報とし

て報告すべきものはなし 
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03. 津田啓介、相川直幸、鈴木天之、守谷悦
男、山口雅之、福士政広、藤井博史: FDG 
PET検査における静止体を対象とした分
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High-Resolution Magnetic Resonance 
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ァリン講演会, 2010/08/07, 千葉 
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耕造、藤井 博史、大谷 浩樹: 核医学検
査における分割収集法の検討  第二報 . 
第 100 回日本医学物理学会, 2010/09/24, 
東京 

24. 三津田 実、山口 雅之、奈部谷 章、
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平山  昭、赤羽 正章、南   学、
大友  邦、藤井 博史: クッパー細胞
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31. 梅田泉、緒方真由美、金子恵美、津田啓
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37. Daisuke Suzuki, Masayuki Yamaguchi, 
Kazumasa Inoue, Izumi Ogihara Umeda, 
Kohki Yoshikawa, Hirofumi Fujii. 
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